
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校長室だより すまいる プラス １ 

半田市立亀崎小学校 

発行者：橋本 寛也 

令和４年４月２８日 

校長室だより 第２号 

 校長室だより「Ｓ」＋１（通称：エス・プラス・ワン）のことについては、第１号でお伝え

したところですが、Smileの「Ｓ」以外にも、「Ｓ」が付く言葉が亀小で増えていってほしい

というもう一つの願いが実のところあります。 

 かめっ子たちの「Ｓ」を一緒に見つけ、一緒に増やしていきたいと 

思います。また、「Ｓ」にまつわるステキなエピソード等があれば、 

この校長室だよりにて、紹介していきたいと考えています。 

 

（例）すごい～、サイコー～、さわやかな～、Shine（輝き）等など  

４／２２授業参観・ＰＴＡ総会 

 学校が始まり3週間が経った4月22日に授業参観とＰＴＡ総会を行いました。1時間目

と 3 時間目は、地区ごとの入れ替え制で授業公開をしました。密を避ける感染防止対策とし

て、保護者の方々には廊下側から参観していただきました。新しいクラス、新しい仲間、新し

い先生のもと、子どもも先生も保護者も、わくわく・どきどきの1日となりました。 

手前味噌になりますが、新年度が始まってからの約 3 週間、亀小の教職員は、毎日忙しい

日々を過ごしてきました。学級開き・学級集団作り、授業準備とやることは盛りだくさんあり

ますが、それでもしっかりと時間をかけてこの日を迎えました。学級担任とともに 1 年間、

子どもたちのためにどうかよろしくお願いします。 

 
授業参観の合間の 2 時間目は、3 年振りとなるＰＴＡ総会を体育館で行いました。総会の

中で今年の学校教育目標についてお伝えさせていただきました。内容は以下の通りです。 

今年度の学校教育目標は、昨年度と同じく、「子どもの心に火をつける学校」であります。前校長の

浜野先生の思いを受け継ぐ形となります。私は、教員として、指導する立場として、子どもたちを育て

ていく上で、いつも心に留めている言葉があります。それは、「努力は夢中には勝てない」という言葉

です。人から努力しろ！もっとがんばれ！と言われて、いわゆるやらされていることも多くあると思い

ますが…。しかし、努力していること自体、忘れてしまって、本人が夢中になって楽しむ、努力そのも

のを努力と思わずに楽しんでいる。そんな子どもたちを一人でも多く育てていきたいと思っておりま 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かめっ子ＡＢＣ 

 ４月25日(月)、朝会で任命式を行った後、この１ヶ月間のかめっ子のよいところを子ども

たちに伝えました。 

 １．素直で明るい  ２．礼儀正しい  ３．切り替えができる  ４．協力できる  

 そして、「あいさつ」についても話をしました。いろいろなあいさつがありますが、あいさ

つすることで、相手へ「感謝の気持ち」を伝えることにつながる。という話をしました。話の

最後に、「かめっ子ＡＢＣ」について、子どもたちに今度伝えることを話しました。 

「かめっ子ＡＢＣ」とは、かめっ子の誰もが「ＡＢＣ」を大切にする。その「ＡＢＣ」とは、 

 Ａ あたりまえのことを 

 Ｂ ばかにしないで 
 Ｃ ちゃんとやる 

 
＜整頓されたスリッパ＞   ＜だいふきの整頓＞     ＜整頓された学習用具＞     ＜くつ箱の整頓＞ 

 

亀小の最近様子です。きれいにそろっているところを見ると気持ちがいいです。このよう

に、誰もができる「当たり前」のことですが、その「当たり前のことをばかにしないでちゃん

とできている」と、とても気持ちがよくなります。整理整頓のほかにも、「当たり前のこと」

はいくつもあります。 

・あいさつをきちんとする ・時間を守る ・人の顔を見て話をきく 

・静かに移動する ・係の仕事をがんばる ・ありがとう など…たくさんあるはずです。 

ぜひ、誰でもできる「小さなあたりまえ」がきちんとできるかめっ子になろうね！ 

す。（略）とはいえ、学校の教職員の力だけでは、夢中になる子どもたちに育てていくことは難しいで

す。「地域とともに」「保護者・地域の人たち」と一緒に、「かめっ子」のためにどうかお力添えをお願

いいたします。これからも「地域とともにある亀小」であり続けます。令和４年度も、どうかよろしく

お願いいたします。 

 

※ぜひとも、ホームページをご覧になってください。先日、「なんじゃもんじゃの木」につい
てアップしたところ、子どもから「うちのお母さんが、幼稚園からもらって植えたっていって
たよ」と、ホームページをきっかけに子どもと触れ合うことができました。ちょっぴり、心が
揺れ動きました。(*^_^*) 


